
古
訳
経
典
に
お
け
る
訳
語

に
つ
い
て

鈴

木

裕

美

訳
経
史
の
う
え
で
古
訳
時
代
と
い
う
と
、
訳
経
僧
の
上
限
は
安
世
高

と
支
婁

迦
識
、
下
限
は
鳩
摩
羅
什
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で

は
、
後

漢
時
代

の
代
表
的
な
訳
経
僧
で
あ
る
支
婁
迦
識
と
、
西
晋
時
代

を
代
表
す
る
竺
法
護

の
各
々
の
訳
出
経
典
か
ら
特
徴
的

な
訳
語

を

捉

え
、
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

先
ず
支
婁
迦
識

の

『道
行
般
若
経
』
に
つ
い
て
、

こ
れ
が
支
婁
迦
識

の
訳
で
あ
る
と
い
う
こ
と

の
根
拠
は

『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
七

(大
5

5
　
4
7
―
c
)
に
、
作
者
不

明

の

「道
行
経
後
記
第
二
」
が
現

存

す

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
光
和
二
年

(A
D
1
7
9
年
)
に
竺
朔
佛
が
口
誦

し
、
そ
れ
を
月
支
菩
薩
支
婁
迦
識
が
訳
し
た
と
あ
る
。
ま
た
同
経
の
異

訳
経
典

は
、
玄
奘
訳

『大
般
若
波
羅
蜜
多

経
』、
施
護
訳

『
仏
母
出
生

三
藏
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
、
鳩
摩
羅
什
訳

『
小
品
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
、

訳
者
不
明

『摩
詞
般
若
鈔
経
』、

支
謙
訳

『大
明
度
無
極
経
』

の
五

経

が
あ
る
。
こ

の
う

ち

『大
明
度
無
極
経
』
が
、
『道
行
般
若
経
』
に
最

も
よ
く
対
照
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
1
)

左
記
に
は

『道
行
般
若

経
』
の
特
徴
的
な
訳
語
を
し
め
し
た
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

1
 

用
是
為
学
多
負
勤
苦
。
言

泥
犂

禽
獣
薜
茘

甚

大
勤
苦
。
語
人
言
。
当
早

断
生
死
根

。
(
大
8
4
4
8
―

a
)

2
　
檀
波
羅
蜜
。

 
波
羅
蜜
。
屡
提
波
羅
蜜
。

惟
逮

波
羅

蜜
。
禅
波
羅
蜜
。

般
若
波
羅
蜜

。
不
増
不
滅

。
若

不
波
羅
蜜

者
。
(
大
8

4
5

6
―

c
)

3
　
天
中
天
。

仏
謂
舎
利
弗
。

世
多
羅
者
。

因
般
若

波
羅
蜜
住
。

其
敬
仏

者
。

(
大
8

4
4
0
―

b
)

1

の
泥

犂

は
、

地

獄

の
音

写

語

、

薜
茘

は

餓

鬼

の
音

写

語

で
あ

る
。

一
般

的

な
訳

語

は

『
大

明
度

無

極

経

』

に

み

る

よ
う

に
、

地
獄

餓

鬼

禽

獣

(畜

生
)

で
あ

る

。

儻
有
来
者
説

地
獄
餓
鬼

禽
獣
大
勤
苦

当
。
早

断
之
作

応
儀
。
(大
8
　

4

9
1

―
a
)
大
明
度
無
極
経

2

は

六

波

羅

蜜

の
そ

れ

ぞ

れ

に

つ
い

て
、

通

常

で

は

忍

辱

と

い
う

が

屡

提

と

し

、

を

音

写

し

て

い

る

。

惟

逮

も

同

様

に

精

進

の
音

写

語

と

し

て

い
る

。

3

の
世
多

羅

に

つ

い

て

は
、

『
摩

詞
般

若

鈔

経

』

に

は
天

中

天

。

佛

謂

舎
利

弗

。

世

多

羅

者

。

因

般

若

波

羅

蜜

。

(大

8
　

5
2
2
―

a
)

と

四
九
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五
〇

古
訳
経
典
に
お
け
る
訳
語
に
つ
い
て

(鈴

木
)

有
り
、
同
文
で
あ

っ
た
が
、
他
の
異
訳
経
典
に
は
匹
敵
す
る
箇
所
は
な

か

っ
た
。
。世
多
羅
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
次
に
示
す
と
お

り
西
晋
時
代
無
羅
叉
の

『
放
光
般
若
経
』
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

六
波
羅
蜜
者
是
世
多
羅
。

六
波
羅
蜜
者
是
道
。

(巻
第
十
四

大
8

9
7
―
b
)

当
視
其
人
如
世
多
羅
。
汝
於
法
師
当
修
反
復
莫
得
背
思
。
(巻
第
二
十

1
4
1
―
c
)

『
放
光
般
若
経
』
の
別
訳
は
、
玄
奘
訳

『
大
般
若
経
』
の
第
二
分

(通

称
二
万
五
千
頌
般
若
)
と
、
鳩
摩
羅
什
訳

『
大
品
般
若
経
』
(摩
詞
般
若
波

羅
蜜
多
経
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経

の
原
典
か
ら

世
多
羅
の
原
語

の
見

当
が

つ
く
の
で
あ
る
が
、
前
記
に
相
当
す
る
箇
所
は
な
か
っ
た
。

次
に
般
若
経
経
典
群
以
外

の
い
ず
れ

の
経
典
に
世
多
羅
が
あ
る
か
を

調
べ
た
結
果
、

『須
真
天
子
経
』
に
あ
る
こ
と
が
判

っ
た
。

同
経
は
、

竺
法
護
が
二
六
六
年
に
訳
出
し
た
と
い
わ
れ
る
経
典
で
あ
り
、
こ
れ
よ

り
竺
法
護
の
翻
訳
活
動
が
始
ま

っ
た
と
も
い
わ
れ

て

い
る
。
『出
三
藏

記
集
』
巻
第
七
に
は
、
作
者
不
明
の

「須
真
天
子
経
記
第
五
」
(大
5
5

4
8
―
c
)
が
現
存
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
太
子
二
年

(A
D
2
6
6

年
)
十

一
月
八
日
に
長
安
の
白
馬
寺
に
於

い
て
、
竺
法
護
が
口
授
し
、

そ
れ
を
安
文
恵
と
帛
元
信
の
二
人
が
伝
言

(通
訳
)
し
、
そ
れ
を
聶

承

遠
等
が
筆
受
し
た
と
あ
る
。
(
2
)

な
お
異
訳
経
典
は
現
存
し
な
い
。
左
記
に

同
経

の
特
徴
的
な
訳
語
を
示
し
た
。

1
 
菩
薩
云
何
行
八
惟
務
禅
。
答
言
菩
薩
於
八
惟
務
禅
。本
無
無
所
造
立
禅
。

略

如
是

迦
葉

而
作
此
説
。
八
惟
務
禅
。

(大

1
5
 

1
0
3
―

b
)

2
　

菩
薩
無
所
施
為
具
檀
波
羅
蜜

。
不
持
戒
為
具
 
波
羅
蜜
。
有
瞋

悉

為
具

屡
波
羅
蜜
。
以
懈

怠

為
具

惟
逮
波
羅
蜜
。

(
1
0
6
―

b
)

3
　
常

願
道
意
而
不
放
捨
。
得

八
惟
務
禅
。

是
故
菩
薩
得
是
八
事
。

(
1
0

7
―

b
)

4
　
亦

不
多
陀
竭

。
亦
不
三
耶
三
仏
。
亦
不
世
多
羅
。

如
是
天
子
。

(
1
0

7
―

a
)

さ

て

次

に
、

支

婁

迦

識

訳

『
道

行

般

若

経

』

と

竺

法

護

訳

と

す

る

『
須
真

天

子

経

』

の
訳

語

が

、

訳

者

の
特

徴

を

示

し

て

い

る

か

と

い
う

こ
と

を

、

別

の
経

典

か

ら

検

討

し

て
み

た

い
。

左
記

に

は
支

婁

迦

識

訳

『
阿
闍

世

王

経

』

と

そ

の
異

訳

経

典

で
あ

る

と

こ

ろ

の

竺

法
護

訳

『
文

殊

師

利

普

超

三

昧

経
』

の
対

照

す

る

箇

所

を

示

し

た

。

(
A
　

阿
闍
世
王

経
　

B
　
文

殊
師

利
普
超
三
昧
経
)

A
 
悉

已
従
恵
得
解
。
皆
当
知

八
惟
務
禅
。

爾
時
当
有
十
二
億
菩
薩
。

(
大

1
5
 

4

0
4
―

b
)

B
　

一
切
慧
解
志
八
脱

門
。

諸
菩
薩
衆
有
十
二
億
。

(大

1
5
　

4
2

6
―

b
)

A
　

習
六
波
羅
蜜
以

四
等
心
五
句
四
事
。
(
3
9
1
―

b
)

B
　
六
度
無
極

。
四
等
梵
行
。
遊
歩
五
通
。
(
4
0
1
1

a
)

A
　
及
聞

仏
所
言
其
作
逆
悪
当
入
大
泥
犂
不
。
王
言
聞
。
文
殊
師
利
復

謂
。

王
汝
自

知
当
入
大
泥
犂
不
。

(
4
0
2
―

b
)

B
　
王
自

知
当
至
地
獄
采
。

(
4
2
3
―

c
)

以

上

の
資

料

を

み
る

に
、

阿

闍

世

王
経

の
八

惟

務

禅

は
、

文

殊

師

利
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普
超
三
昧
経
で
は
八
脱
門
と
あ
り
ま
た
、
六
波
羅
蜜
を
竺
法
護
は
六
度

無
極
と

し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
須
真
天
子
経
で
は
八
惟
務
禅
と
あ

る
も
の
が
、
お
な
じ
訳
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
殊
師
利
普
超

三
昧
経
と
で
は
、
訳
語
が
同

一
で
な
く
、
こ
こ
に
大
き

な
疑

問
が
残

る
。
こ
の
疑
問
を
解
明
す
る
た
め
に
竺
法
護
が
経
典
を
訳
出
す
る
際
に

使
う
訳
語

に
は
、
ど
ん
な
特
徴
が
あ
り
、
須
真
天
子
経
と
文
殊
師
利
普

超
三
味
経
の
い
ず
れ
に
近
い
訳
語
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
他
の
経
典

で
み
る

こ
と
に
す
る
。

『正
法
華
経
』
に
つ
い
て
は
、
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
八
に

「
正
法
華

後
記
第
七
」
が
現
存
す
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
太
康
七
年

(A
D
2
8

6
年
)
に
竺
法
護
が
口
訳
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
経
の
異
訳

経
典
は
、
鳩
摩
羅
什
訳

『
妙
法
蓮
華
経
』、
闍
那
堀
多

訳

『
添
品
妙
法

蓮
華
経
』
が
あ
る
。
左
記
に
三
経
を
対
照
さ
せ
た
。

(
1正
法
華
経

2

妙
法
蓮
華
経
 
3
添
品
妙
法
蓮
華
経
)

1
 
其
声
聞
等
皆
逮
聖
行
。
行
八
脱
門
威
曜
方
便
。
(大
9
　
9
6
―
a
)

2
 
皆
得
具
足
六
通
三
明
及
八
解
脱
。
(大
9
　
2
8
―
a
)

3
 
皆
得
具
足
六
通
三
明
及
八
解
脱
。
(大
9
　
1
2
6
―
b
)

1
 
此
諸
仏
土
。
亦
無
地
獄
餓
鬼
畜
生
。
(1
0
3
―
c
)

2
 
無
有
地
獄
餓
鬼
畜
生
及
阿
修
羅
。
(3
3
―
a
)

3
 
皆
令
清
浄
。
無
有
地
獄
餓
鬼
畜
生
及
阿
修
羅
。
(1
0
3
―
c
)

1
 
奉
行
布
施
持
戒
忍
辱
精
進

一
心
五
度
無
極
。
(1
1
6
―
b
)

2
 
於
八
十
万
億
那
由
他
劫
。
行
五
波
羅
蜜
。
(4
4
―
c
)

古
訳
経
典
に
お
け
る
訳
語
に
つ
い
て

(鈴

木
)

3
 
於
八
十
万
億
那
由
他
劫
。
行
五
波
羅
蜜
。
(1
7
9
―
a
)

1
 
下
至
無
可
大
地
獄
中
。
上
至
三
十
三
天
。
(1
1
9
―
a
)

2
 
下
至
阿
鼻
地
獄
。
上
至
有
頂
。
(4
7
―
c
)

以
上
資
料
に
て
示
し
た
と
お
り
、
八
惟
務
禅
に
つ
い
て
は
、
文
殊
師

利
普
超
三
昧
経
と
同
様
に
八
脱
門
と
あ
る
。

ま
た
阿
闍
世
王
経
の
泥
犂

は
、
文
殊
師
利
普
超
三
昧
経
お
よ
び
正
法
華
経
で
は
地

獄
と

訳
さ

れ

る
。
そ
し
て
須
真
天
子
経
の
六
波
羅
蜜
は
、

六
度
無
極
、
正
法
華
経
で

は
五
度
無
極
と
な

っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
竺
法
護
の
訳
語
の
特
徴

の
ひ
と

つ
に
、
通
常

「観
世
音
菩

薩
」
と
訳
す
と
こ
ろ
、
正
法
華
経
に
於
い
て

「光
世
音
」
と
訳
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

1
 
其
名
薄
首
菩
薩
。
光
世
音
菩
薩
。
(大
9
　
6
3
―
a
)

2
 
其
名
日
文
殊
師
利
菩
薩
。
観
世
音
菩
薩
。
(大
9
　
2
a
)

1
 
光
世
音
普
門
品
第
二
十
三

(1
2
8
―
c
)

2
 
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五

(5
6
―
c
)

3
 
妙
音
菩
薩
品
第
二
九
三

(1
9
0
―
a
)

光
世
音
菩
薩

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
竺
法
護
訳
と
し
て
六
経
録

(出

三
蔵
記
集
、
歴
代
三
宝
紀
、
大
唐
内
典
録
、
古
今
訳
経
図
紀
、
開
元
釈
教
録
、

貞
元
新
定
釈
経
目
録
)
に
入
録
さ
れ
て
い
る
次

の
経
典
に
も
光
世
音
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
(紙
数
の
関
係
か
ら
引
用
は
省
略
す
る
)

持
心
梵
天
所
問
経

(大
1
5

1
7
―
b
)

離
垢
施
女
経

(大
1
2

8
9
―
c
)

五

一
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五二

 

古
訳
経
典
に
お
け
る
訳
語
に
つ
い
て

(鈴

木
)

大
宝
積
経
巻
八
密
迹
金
剛
力
士
会

(大
1
1
 
4
2
―
c
)

大
宝
髪
口菩
薩
会

(大
1
1
 
6
5
7
―
b
)

如
幻
三
昧
経

(大
1
2
 
1
3
4
―
a
)

弥
勒
本
願
経

(大
1
2
 
1
8
6
―
c
)

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
察
す
る
に
、
光
世
音
な
る
訳
語
は
竺
法
護
訳
出

経
典
に
お
い
て

一
つ
の
特
徴
的
な
訳
語
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

従

っ
て

『
正
法
華
経
』
に
つ
い
て
は
、
竺
法
護
訳
と
し
て
の
信
憑
性
は

た
か
い
と
考
え
ら
れ
る
。
他
国
の
言
語
を
自
国
の
言
葉
に
翻
訳
す
る
際

に
、
そ
こ
に
は
必
ず
訳
者
自
身
の
作

っ
た
法
則
の
よ

う
な
も

の
が

あ

り
、
多
く
の
訳
経
の
中
で

一
経

の
み
他
の
訳
語
を
使
う
と
い
う
こ
と
は

考
え
に
く
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り

『須
真
天
子
経
』

の
経
後
記

の
信
憑
性
を
重

視
す

る
な

ら

ば
、
例
え
ば
特
殊
な
訳
語
で
あ
る

「惟
務
禅
」
は
支
婁
迦
讖

と

竺
法

護
、
両
者
の
共
通
訳
語
と
な
る
。
し

か
し
、

『
須
真
天
子
経
』
の
全
体

を
み
る
と
そ
の
訳
語
は
、
『
正
法
華
経
』
お
よ
び

『
文
殊
師
利
普
超
三

昧
経
」
と
の
訳
語
と
は

一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
支
婁
迦
纎

の

『道
行
般
若

経
』
や

『阿
闍
世
王
経
』
に
近
い
訳
語
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が

わ
か

る
。
『
出
三
蔵
記
集
』
以
下
多
く
の
経
録
、

僧
伝
が
現
存
し
、

中
国
佛

教
研
究
を
志
す
者
に
と

っ
て
豊
富
な
資
料
を
提
供
さ
れ
て
い
る
と
言
え

る
。
よ

っ
て
今
後
も
そ
の
資
料
的
価
値
を
見
直
し
、
で
き
う
る
か
ぎ
り

の
資
料

を
参
照
し
翻
訳
者
と
訳
経
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
次
第

で
あ
る
。

1

『
大
明
度

無
極

経
』
で
は
、

舎
利
弗
を
秋
露
子
、

須
菩
提
を
善
業

と
訳

し
て
い
る
。

ま
た
、
羅

漢
辟
支
仏
を
応
儀
縁

一
覚

と
訳
す
。
縁

一
覚

は
、

竺
法
護
訳
出
経

典
中

に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
語

で
あ

る
。
同
経

は
検
討

の
要

す

る
経
典

で
あ

る
。

2
 

仏
教
史

学

1
2
巻
―

2

『
竺
法
護
』
再
構
成

の
試

み

岡
部
和
雄
先

生

に
よ
れ
ば
、
常
盤

博
士

は

『
訳
経
総
録
』

の
な
か
で
、
『
須
真
天
子

経
』

の
経
記

に

つ
い
て
の
真

実
性
に
疑
義

を
も

た
れ
て
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

訳
語
、

竺
法
護
、
支
婁
迦
識

(
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

新
刊
紹
介

武
邑
尚
邦

著

イ

ン
ド
仏

教

学
―

体
系
と
展
相
―

A
5
判

・
四
〇
四
頁

・
定
価

一
二
、
○
○
○
円

法
藏
館

・
平
成
七
年
九
月
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